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河北潟干拓地における小型哺乳類の生息状況河北潟干拓地における小型哺乳類の生息状況（（20012001 －－0202））概況概況
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要 約要 約 ：：　ノネズミの農業被害防止対策の基礎資料を集めるために，　ノネズミの農業被害防止対策の基礎資料を集めるために，河北潟干拓地内のほぼ全域に河北潟干拓地内のほぼ全域に

ついて，ついて，ノネズミを主とする小型哺乳類の生息状況を調査した．ノネズミを主とする小型哺乳類の生息状況を調査した．明らかになった種類構成などは，明らかになった種類構成などは，

これまでに調査したこれまでに調査した19761976 年から年から19941994 年にかけての調査結果とかなり違っていた．年にかけての調査結果とかなり違っていた．今回の調査成今回の調査成

績はさらに資料を解析して詳しくまとめる予定であるが，績はさらに資料を解析して詳しくまとめる予定であるが，ここでは取りあえず明らかになった若ここでは取りあえず明らかになった若

干の点について速報する．干の点について速報する．

11．．調査は調査は20012001 年年1212 月，月，20022002 年年66 月および月および1010 月の月の33 回行われた．回行われた．毎回，毎回，干拓地内の各種の環境干拓地内の各種の環境

からから2020 地点を選び，地点を選び，11 地点当たりトラップを地点当たりトラップを44 形式の計形式の計3030 コ，コ，総計総計600600 コを設置して採集した．コを設置して採集した．

22．．33 回の調査の総計としてアカネズミ回の調査の総計としてアカネズミ8888，，ハツカネズミハツカネズミ1616，，ジネズミジネズミ1010，，ハタネズミハタネズミ77，，ドブドブ

ネズミネズミ44が採集された．が採集された．アカネズミがこのように圧倒的に多く採集されたのは，アカネズミがこのように圧倒的に多く採集されたのは，これまでのこれまでの2020年年

余りの調査のうちで始めてのことである．余りの調査のうちで始めてのことである．

33．．環境別に捕獲されたネズミ類の個体数をみると，環境別に捕獲されたネズミ類の個体数をみると，水路沿いの草地水路沿いの草地・・林地と農業機械倉庫等の周林地と農業機械倉庫等の周

辺の草地辺の草地・・林地に多く，林地に多く，耕作を放棄して雑草が茂る畑地がそれに次ぎ，耕作を放棄して雑草が茂る畑地がそれに次ぎ，耕作地はそれよりかなり耕作地はそれよりかなり

少ない．少ない．作物に害が大きいといわれるハタネズミは，作物に害が大きいといわれるハタネズミは，耕作放棄地や水路沿いの草地に多いようで耕作放棄地や水路沿いの草地に多いようで

ある．ある．

44．．農耕地では一般にノネズミ類の密度は低いが，農耕地では一般にノネズミ類の密度は低いが，その中でハウス内の密度がやや高いことが注目その中でハウス内の密度がやや高いことが注目

される．される．

55．．水路沿いの草地水路沿いの草地・・林地のノネズミ類の生息密度を，林地のノネズミ類の生息密度を，東部東部・・西部承水路や調整池西部承水路や調整池（河北潟残存水（河北潟残存水

面）面）のような干拓地を取り囲む水域沿いの地区と，のような干拓地を取り囲む水域沿いの地区と，干拓地内部の幹線排水路沿いの地区に分けて干拓地内部の幹線排水路沿いの地区に分けて

比較すると，比較すると，干拓地内部の水路沿いのほうのアカネズミ密度が著しく高い他は，干拓地内部の水路沿いのほうのアカネズミ密度が著しく高い他は，あまり目立ったあまり目立った

違いはない．違いはない．

66．．この調査で使用したこの調査で使用した44形式のトラップの捕獲効率の違いを検討してみると，形式のトラップの捕獲効率の違いを検討してみると，トラップの形式にトラップの形式に

よって，よって，捕獲されるネズミの種がいくらか違う傾向がある．捕獲されるネズミの種がいくらか違う傾向がある．数種を含むノネズミ相の調査のため数種を含むノネズミ相の調査のため

には，には，少なくとも少なくとも22 つ以上の違った形式のトラップを併用することが必要と考えられた．つ以上の違った形式のトラップを併用することが必要と考えられた．

キーワードキーワード：：ノネズミ，ノネズミ，河北潟干拓地，河北潟干拓地，農業被害，農業被害，トラップ効率トラップ効率

まえがきまえがき

　　19701970 年に干陸化が完成した河北潟干拓地に年に干陸化が完成した河北潟干拓地に

おいては，おいては，陸化して植物が生え始めた初期の草陸化して植物が生え始めた初期の草

原期からノネズミ類やジネズミなどの小型哺乳原期からノネズミ類やジネズミなどの小型哺乳

類が住み着き，類が住み着き，次第に変化する植物群落や，次第に変化する植物群落や，潟潟

湖湖・・草原に集まってくる多くの種類の鳥類とと草原に集まってくる多くの種類の鳥類とと

もに，もに，次第に複雑な生態系を造り上げてきた．次第に複雑な生態系を造り上げてきた．

そのヨシ原の小型哺乳類相がそのヨシ原の小型哺乳類相が19801980・・8181 年の大年の大

規模な農地造成時期をへて広い農地や牧草地と規模な農地造成時期をへて広い農地や牧草地と

なるなる19901990 年代前期までの間にどのように変遷年代前期までの間にどのように変遷

してきたかは，してきたかは，大串大串（（20022002））によって報告されによって報告され

ている．ている．

　ここに広い農地が造られるようになった　ここに広い農地が造られるようになった

19801980 年代後半から，年代後半から，農作物に対するネズミ類農作物に対するネズミ類

の被害が問題となり，の被害が問題となり，野鼠の防除が始まった．野鼠の防除が始まった．

しかし農作物に対するノネズミの被害はさまざしかし農作物に対するノネズミの被害はさまざ

まな形で今も継続している．まな形で今も継続している．
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　　20012001 年により総合的なノネズミ防除を考え年により総合的なノネズミ防除を考え

るために，るために，石川県津幡農林事務所によって河北石川県津幡農林事務所によって河北

潟干拓地全域のノネズミ類の生息状況について潟干拓地全域のノネズミ類の生息状況について

の調査が計画され，の調査が計画され，20012001年から年から20022002 年にかけ年にかけ

てて33回のかなり大規模な調査が実施された．回のかなり大規模な調査が実施された．私私

は農林事務所からこの調査計画の立案，は農林事務所からこの調査計画の立案，実施に実施に

ついて依頼を受けて，ついて依頼を受けて，農林事務所，農林事務所，農業研究セ農業研究セ

ンター，ンター，生産農家，生産農家，土地改良区の関係者ととも土地改良区の関係者ととも

に，に，調査地点の選定，調査地点の選定，調査方法の決定，調査方法の決定，作業の作業の

実施，実施，得られたサンプルの検査を行い，得られたサンプルの検査を行い，この河この河

北潟干拓地における小型哺乳類の生息状況をま北潟干拓地における小型哺乳類の生息状況をま

とめた．とめた．私はこのデータを整理して河北潟干拓私はこのデータを整理して河北潟干拓

地の小型哺乳類の現在の生息状況とそれをもと地の小型哺乳類の現在の生息状況とそれをもと

にした考察，にした考察，ならびに河北潟干拓地におけるノならびに河北潟干拓地におけるノ

ネズミの被害防止対策についての私見をネズミの被害防止対策についての私見を20022002

年末に県農林部に提出した．年末に県農林部に提出した．このうちの干拓地このうちの干拓地

における小型哺乳類の生息状況は，における小型哺乳類の生息状況は，今後の河北今後の河北

潟干拓地をはじめ各地のノネズミの生態調査な潟干拓地をはじめ各地のノネズミの生態調査な

らびに農業被害対策を考えるうえに参考となるらびに農業被害対策を考えるうえに参考となる

場合が多いと思われるので，場合が多いと思われるので，ここに要約して報ここに要約して報

告する．告する．

調査時期および方法調査時期および方法

調査時期調査時期

　　今回の調査は冬季，今回の調査は冬季，春春・・夏季，夏季，秋季の秋季の33回そ回そ

れぞれれぞれ33日間の予定で行われた．日間の予定で行われた．その時期は以その時期は以

下のようである．下のようである．

　　20012001 年年1212 月月1919 日－日－2121 日　（冬季調査）日　（冬季調査）

　　20022002年　年　66 月月1919 日－日－2121 日　（春日　（春・・夏季調査）夏季調査）

　　20022002 年年1010 月月2828 日－日－3030 日　（秋季調査）日　（秋季調査）

　　冬季調査は河北潟干拓地全域が積雪に覆われ冬季調査は河北潟干拓地全域が積雪に覆われ

る直前の，る直前の，小型哺乳類の種類構成と越冬前密度小型哺乳類の種類構成と越冬前密度

を知ることを目的とし，を知ることを目的とし，春春・・夏季調査は従来の夏季調査は従来の

調査結果調査結果（大串（大串・・他他19781978，，19801980 等）等）を参考とを参考と

して，して，農作物に最も大きな害をすると思われる農作物に最も大きな害をすると思われる

ハタネズミの増加する時期のネズミ類の生息場ハタネズミの増加する時期のネズミ類の生息場

所と密度を，所と密度を，秋季調査は各種ノネズミ類の密度秋季調査は各種ノネズミ類の密度

が最も高くなる時期の生息状況を確かめることが最も高くなる時期の生息状況を確かめること

を目的とした．を目的とした．

調査方法調査方法

　　調査地点として各調査時期ごとに干拓地全域調査地点として各調査時期ごとに干拓地全域

にに2020地点を選んだ．地点を選んだ．この内のこの内の77地点は私が地点は私が19761976

年以来年以来1919 年間にわたって調査してきた定点で年間にわたって調査してきた定点で

ある．ある．その他のその他の1313 地点は主に植生環境を参考地点は主に植生環境を参考

として，として，出来るだけ干拓地内部のいろいろな生出来るだけ干拓地内部のいろいろな生

息場所を代表するような所を選んだ．息場所を代表するような所を選んだ．ただ干拓ただ干拓

地の中のほぼ地の中のほぼ66分の分の11を占める畜産団地の牧草を占める畜産団地の牧草

地と畜舎は，地と畜舎は，今回の間題となる農作物被害地と今回の間題となる農作物被害地と

かなり違った条件にあるので除外した．かなり違った条件にあるので除外した．この合この合

計計2020 地点には地点には33 回の調査時期のすべてで調査回の調査時期のすべてで調査

した所もあるが，した所もあるが，季節によりまた農作業その他季節によりまた農作業その他

の都合によって毎回変更した所もある．の都合によって毎回変更した所もある．これらこれら

33回調査した所や回調査した所や11 回しか調査しなかった所を回しか調査しなかった所を

総合して河北潟干拓地内部の総合して河北潟干拓地内部の3636 地点で調査を地点で調査を

行った．行った．（図（図11））

　　小型哺乳類の採集には小型哺乳類の採集には44形式のトラップを混形式のトラップを混

ぜて使用した．ぜて使用した．11地点地点11回当たりシャーマン回当たりシャーマン・・トト

ラップラップ55，，「はじきわな」「はじきわな」55，，「かごわな」「かごわな」1010，，パパ

ンチューンチュー・・トラップトラップ1010の合計の合計3030コを設置するコを設置する

のを基準とした．のを基準とした．11回の調査に回の調査に2020地点として全地点として全

域で域で600600コのトラップを使用することを基準とコのトラップを使用することを基準と

したが，したが，設置する場所の条件設置する場所の条件（主に耕地などで（主に耕地などで

飼い犬や飼い飼い犬や飼い猫が出入りして猫が出入りして「はじきわな」「はじきわな」でで

負傷する危険がある場所など）負傷する危険がある場所など）でトラップの使でトラップの使

用数の割合を変更した場所も少しある．用数の割合を変更した場所も少しある．また設また設

置したトラップを回収時に発見できなかった置したトラップを回収時に発見できなかった

り，り，故障して作動しなかった例もあったため故障して作動しなかった例もあったため

に，に，使用した総トラップ数は使用した総トラップ数は11回当たり回当たり600600ココ

よりやや少なくなっている．よりやや少なくなっている．トラップを回収すトラップを回収す

るさいに発見しやすいように，るさいに発見しやすいように，近くの草などに近くの草などに

赤色テープを付けてマークしてあったが，赤色テープを付けてマークしてあったが，それそれ

でも発見出来なかったものがいくらかある．でも発見出来なかったものがいくらかある．ネネ

ズミが掛かったわなごとトビ等に運び去られたズミが掛かったわなごとトビ等に運び去られた

らしく，らしく，後日，後日，かなり離れた場所で再発見されかなり離れた場所で再発見され

た例もある．た例もある．

　捕獲したネズミ等は研究用に飼育する個体を　捕獲したネズミ等は研究用に飼育する個体を
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図．図．１　河北潟干拓地における小型哺乳類の生息調査地点１　河北潟干拓地における小型哺乳類の生息調査地点

除き，除き，すべてエーテル麻酔で殺して種，すべてエーテル麻酔で殺して種，雌雄，雌雄，

性成熟と繁殖活動の状態，性成熟と繁殖活動の状態，毛色等の特徹を記録毛色等の特徹を記録

し，し，体重，体重，頭胴長，頭胴長，尾長，尾長，後足長，後足長，耳長，耳長，生殖生殖

孔と肛門の間隔を測定した．孔と肛門の間隔を測定した．

結果の概要結果の概要

採集された種類とその構成採集された種類とその構成

　　今度の今度の33 回の調査で採集された小型哺乳類回の調査で採集された小型哺乳類

と，と，その採集数をまとめたのが表その採集数をまとめたのが表11 である．である．

　この結果では，　この結果では，アカネズミが圧倒的に多く，アカネズミが圧倒的に多く，

ハツカネズミ，ハツカネズミ，ジネズミ，ジネズミ，ハタネズミ，ハタネズミ，ドブネドブネ

ズミの順に数が少なくなっている．ズミの順に数が少なくなっている．アカネズミアカネズミ

を除くを除く44種は河北潟干拓地では干陸化した初期種は河北潟干拓地では干陸化した初期

から住み着いていたが，から住み着いていたが，アカネズミは約アカネズミは約2020 年年

遅れて遅れて19901990 年代になってようやく個体群とし年代になってようやく個体群とし

て定着したて定着した（（19801980 年代初期から雄個体がとき年代初期から雄個体がとき

どき侵入したが，どき侵入したが，定着していたとは考えられな定着していたとは考えられな

い）．い）．しかしこれまではアカネズミの数は少なしかしこれまではアカネズミの数は少な

く，く，このようにアカネズミが圧倒的に多く採集このようにアカネズミが圧倒的に多く採集

できたのは，できたのは，今回が始めてである．今回が始めてである．

生息環境と生息する種類生息環境と生息する種類

　　今度の今度の33回の調査において，回の調査において，河北潟干拓地内河北潟干拓地内

に設置した調査地点はに設置した調査地点は3636地点である．地点である．また，また，ここ

の調査以外に独自に調べたところがの調査以外に独自に調べたところが66 地点あ地点あ

る．る．それらの調査地点を以下の様なそれらの調査地点を以下の様な44つの環境つの環境

タイプにまとめて，タイプにまとめて，それぞれの環境タイプごとそれぞれの環境タイプごと

に採集できたネズミ類の数を示すと表に採集できたネズミ類の数を示すと表22のようのよう

になる．になる．なお上記の独自に調べたなお上記の独自に調べた66地点の採集地点の採集

結果の詳しい点は別に報告する予定である．結果の詳しい点は別に報告する予定である．

　　ただしこの各環境タイプ別にしかけたトラッただしこの各環境タイプ別にしかけたトラッ

プの延べ設置数は環境タイプによって違っていプの延べ設置数は環境タイプによって違ってい

るので，るので，この採集数がそのまま各環境タイプにこの採集数がそのまま各環境タイプに

おけるネズミ類の生息密度の高低を示してはいおけるネズミ類の生息密度の高低を示してはい

ない．ない．そこで各環境タイプ別に設置したトラッそこで各環境タイプ別に設置したトラッ

プの数から，プの数から，100100トラップ当たりの採集個体数トラップ当たりの採集個体数

をまとめて図をまとめて図22 に示した．に示した．（図（図22））

　　この資料から，この資料から，河北潟干拓地における小型哺河北潟干拓地における小型哺

乳類とくにネズミ類の主な活動場所をみると，乳類とくにネズミ類の主な活動場所をみると，

水路の周りの草地水路の周りの草地・・林地，林地，干拓地内の施設周辺干拓地内の施設周辺

の草地，の草地，耕作を放棄した畑地であることが判耕作を放棄した畑地であることが判

る．る．農作物の被害が出ている畑における採集数農作物の被害が出ている畑における採集数

は少なく，は少なく，特に作物被害を引き起こすとして問特に作物被害を引き起こすとして問
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題になるハタネズミは，題になるハタネズミは，耕作を放棄していろん耕作を放棄していろん

な雑草が繁った荒れ地や，な雑草が繁った荒れ地や，特に草のよく繁った特に草のよく繁った

水路の岸の草地や防風林の中で密度が高いよう水路の岸の草地や防風林の中で密度が高いよう

である．である．ただし今回の調査ではハタネズミの採ただし今回の調査ではハタネズミの採

集数があまり多くないために，集数があまり多くないために，ハタネズミを対ハタネズミを対

象としたより詳しい調査を繰り返す必要がある象としたより詳しい調査を繰り返す必要がある

だろう．だろう．

　　さらに今回の調査では，さらに今回の調査では，農業上もっとも問題農業上もっとも問題

となる農耕地でネズミ類があまり採集出来ず，となる農耕地でネズミ類があまり採集出来ず，

この結果だけからみると耕地におけるノネズミこの結果だけからみると耕地におけるノネズミ

類の生息密度は低いように思われる．類の生息密度は低いように思われる．これは農これは農

耕地におけるネズミ害のあり方について，耕地におけるネズミ害のあり方について，さらさら

に検討する必要を感じさせる．に検討する必要を感じさせる．今回の採集結果今回の採集結果

では農耕地の特徹として，では農耕地の特徹として，アカネズミが採集さアカネズミが採集さ

れないことと，れないことと，ハツカネズミが多いことが目ハツカネズミが多いことが目

立っている．立っている．このことから，このことから，アカネズミは農業アカネズミは農業

上あまり被害を出さないのではないかというこ上あまり被害を出さないのではないかというこ

とと，とと，これまで農耕地では問題となっていなこれまで農耕地では問題となっていな

かったハツカネズミの害について，かったハツカネズミの害について，注意する必注意する必

要があると思われる．要があると思われる．河北潟干拓地における農河北潟干拓地における農

作物あるいは農耕地のタイプと，作物あるいは農耕地のタイプと，ネズミの生息ネズミの生息

密度について今回の資料をまとめてみると，密度について今回の資料をまとめてみると，表表

33 のようになる．のようになる．　　　　

　　農耕地だけについてみると，農耕地だけについてみると，設置したトラッ設置したトラッ

プ数があまり多くないために，プ数があまり多くないために，現在の段階では現在の段階では

確かな結論を出すことは出来ないが，確かな結論を出すことは出来ないが，耕作地と耕作地と

いってもハウス以外の畑では採集数がごく少ないってもハウス以外の畑では採集数がごく少な

く，く，耕作地におけるネズミの活動個体数はあま耕作地におけるネズミの活動個体数はあま

り多くないことが推定できる．り多くないことが推定できる．現在，現在，河北潟干河北潟干

拓地といってもとくにネズミの被害が問題とな拓地といってもとくにネズミの被害が問題とな

るのは野菜畑とハウスであり，るのは野菜畑とハウスであり，その他，その他，場合に場合に

よっては果樹園とムギ畑が取り上げられることよっては果樹園とムギ畑が取り上げられること

がある．がある．今後はこの畑に集中してハタネズミと今後はこの畑に集中してハタネズミと

ハツカネズミについて，ハツカネズミについて，いつどのような形の被いつどのような形の被

害が生じているかを確かめることが，害が生じているかを確かめることが，被害防止被害防止

の上から重要であろう．の上から重要であろう．

　　ネズミの防除と関連して，ネズミの防除と関連して，東部ならびに西部東部ならびに西部

承水路などの干拓地周辺の水域に沿った堤防な承水路などの干拓地周辺の水域に沿った堤防な

どの草地どの草地・・林地と，林地と，干拓地内部の幹線排水路な干拓地内部の幹線排水路な

どの水路わきの草地どの水路わきの草地・・林地林地（主に防風林）（主に防風林）におにお

けるネズミ類の密度けるネズミ類の密度（採集数から推定する）（採集数から推定する）をを

比較すると表比較すると表44 のようになる．のようになる．

表1．捕獲された種類と捕獲数．

ハタネズミ アカネズミ ハツカネズミ ドブネズミ ジネズミ

2001年

 12月19－21日 3 7 2

2002年

  6月19－21日 5 9 1 1 3

 10月28－29日 2 4 2 1 5 3 5

計 7 8 8 1 6 4 1 0

表2．環境タイプ別にまとめた小型哺乳類の採集個体数．

環境 ハタネズミ アカネズミ ハツカネズミ ドブネズミ ジネズミ

承水路・排水路岸の草
地・林地・防風林

6 6 5 8 1 5

耕地（ムギ畑・野菜
畑・果樹園・ハウス）

1 £ ­ 4 1 3

耕作放棄地 2 5 £ ­ 2 2

農機具倉庫等の施設周
辺の草地・林地

£ ­ 2 4 3 £ ­ 1
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図２．図２．主要な生息環境における小型哺乳類各種の密度主要な生息環境における小型哺乳類各種の密度(100(100 トラップ当たりの捕獲数より推定トラップ当たりの捕獲数より推定))

　これをみると，　これをみると，しばしばネズミの発生地とししばしばネズミの発生地とし

て問題にされる水路沿いの草地て問題にされる水路沿いの草地・・林地は，林地は，干拓干拓

地の外周の承水路地の外周の承水路・・調整池の岸も，調整池の岸も，干拓地内部干拓地内部

の排水路の岸も，の排水路の岸も，ネズミの密度では干拓地内部ネズミの密度では干拓地内部

に特に多いアカネズミを別とすればあまり変わに特に多いアカネズミを別とすればあまり変わ

らないことが判る．らないことが判る．

ノネズミ調査におけるトラップの種類とそのノネズミ調査におけるトラップの種類とその

効率効率

　ノネズミの調査に使われるトラップにはいろ　ノネズミの調査に使われるトラップにはいろ

いろな種類いろな種類（形式）（形式）がある．がある．どのトラップを使どのトラップを使

うかは，うかは，これまで作業効率や経費などの面からこれまで作業効率や経費などの面から

決められることが多かった．決められることが多かった．しかし使うトラッしかし使うトラッ

プによって掛かるネズミその他の小哺乳類の種プによって掛かるネズミその他の小哺乳類の種

が違ってくることは，が違ってくることは，経験的に知られていた．経験的に知られていた．

OhgushiOhgushi（（19861986））は河北潟干拓地におけるは河北潟干拓地における44 形形

式のトラップの採集結果を検討して，式のトラップの採集結果を検討して，トラップトラップ

に掛かる小哺乳類の掛かり方が種によって違うに掛かる小哺乳類の掛かり方が種によって違う

ことを明らかにした．ことを明らかにした．種個体群の調査や，種個体群の調査や，特定特定

の種を対象とした駆除作業などの場合には，の種を対象とした駆除作業などの場合には，そそ

の種に適したトラップを使用すればよいが，の種に適したトラップを使用すればよいが，ああ

る地域の小哺乳類相を調べる場合には，る地域の小哺乳類相を調べる場合には，幾つか幾つか

の形式のトラップを併用することが採集されるの形式のトラップを併用することが採集される

種の偏りを防ぎ，種の偏りを防ぎ，より確かな結果を出すためにより確かな結果を出すために

必要となってくる．必要となってくる．

　今回はこのトラップの形式による採集効率の　今回はこのトラップの形式による採集効率の

違いをさらに明らかにするために，違いをさらに明らかにするために，使用し使用したた44

形式のトラップにたいするネズミ類の掛かり方形式のトラップにたいするネズミ類の掛かり方

を検討した．を検討した．

　今回の調査で使用したトラップは次の　今回の調査で使用したトラップは次の44形式形式

である．である．

シャーマンシャーマン・・トラップトラップ

　　はじきわなはじきわな（スナップ（スナップ・・トラップ，トラップ，パチンコパチンコ

などともいう）などともいう）

かごわなかごわな

パンチューパンチュー・・トラップトラップ

　このうちシャーマン　このうちシャーマン・・トラップとトラップと「かごわな」「かごわな」

は生け捕り用であり，は生け捕り用であり，「はじさわな」「はじさわな」とパンとパン

チューチュー・・トラップは掛かった個体を殺す捕殺用トラップは掛かった個体を殺す捕殺用

である．である．

　今回の調査は，　今回の調査は，原則として原則として11地点にシャーマ地点にシャーマ

ンン・・トラップトラップ55，，「はじきわな」「はじきわな」55，，「かごわな」「かごわな」

1010，，パンチューパンチュー・・トラップトラップ1010の合計の合計3030 コを設コを設

置することを原則とした．置することを原則とした．ここではここでは33回の調査回の調査

で実際に使用したトラップの数で実際に使用したトラップの数（それぞれの形（それぞれの形

式について，式について，使用したトラップの総数から，使用したトラップの総数から，回回
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収できなかったり故障してネズミが掛からない収できなかったり故障してネズミが掛からない

ようになっていたトラップ数を引いた数）ようになっていたトラップ数を引いた数）をもをも

とにして，とにして，それぞれに掛かったネズミ類の種とそれぞれに掛かったネズミ類の種と

個体数からその捕獲効率を検討した．個体数からその捕獲効率を検討した．

　この結果からみると，　この結果からみると，トラップの形式によっトラップの形式によっ

てネズミの掛かり方に大きな違いがあるだけでてネズミの掛かり方に大きな違いがあるだけで

なく，なく，掛かるネズミの種にもかなり大きな違い掛かるネズミの種にもかなり大きな違い

があることが判る．があることが判る．そこでおおまかにネズミのそこでおおまかにネズミの

掛かり方を少ない方から多い方に－，掛かり方を少ない方から多い方に－，＋，＋，＋＋＋＋

のの33段階に分けて，段階に分けて，各種のネズミの掛かり方を各種のネズミの掛かり方を

トラップ別に整理してみると表トラップ別に整理してみると表66 のようになのようにな

る．る．なおこのような調査はなおこのような調査は19761976年から年から8585 年に年に

かけても実施したので，かけても実施したので，その際の結果を付記すその際の結果を付記す

る．る．

　なお，　なお，前回の調査の当時は河北潟干拓地には前回の調査の当時は河北潟干拓地には

アカネズミがほとんどいなかったので，アカネズミがほとんどいなかったので，アアカネカネ

ズミの資料は前回は出ていない．ズミの資料は前回は出ていない．この成績を総この成績を総

合すると，合すると，ネズミの種別にみた各形式ネズミの種別にみた各形式のトラッのトラッ

プの捕獲性能は次のようにまとめられるであろプの捕獲性能は次のようにまとめられるであろ

う．う．

ハタネズミ　―　シャーマンハタネズミ　―　シャーマン・・トラップとトラップと

「はじきわな」「はじきわな」で捕獲されるが，で捕獲されるが，その他のその他の

トトラップではほとんど捕獲できない．ラップではほとんど捕獲できない．　　　　

アカネズミ　―　どの形式のトラップでもかアカネズミ　―　どの形式のトラップでもか

なりよく捕獲できる．なりよく捕獲できる．

ハツカネズミ　―　シャーマンハツカネズミ　―　シャーマン・・トラップ，トラップ，

「はじきわな」，「はじきわな」，パンチユーパンチユー・・トラップではトラップでは

かなりよく捕獲でさるが，かなりよく捕獲でさるが，「かごわな」「かごわな」でで

はほとんど採れない．はほとんど採れない．

ドブネズミ　―　「はじきわな」ドブネズミ　―　「はじきわな」「かごわな」「かごわな」

でよく捕獲できるが，でよく捕獲できるが，その他のトラップでその他のトラップで

はほとんど捕獲できない．はほとんど捕獲できない．

ジネズミ　―　シャーマンジネズミ　―　シャーマン・・トラップ以外のトラップ以外の

トラップではほとんど捕獲できない．トラップではほとんど捕獲できない．

　以上の点を総合的に考えて，　以上の点を総合的に考えて，ジネズミを除くジネズミを除く

すべての種に有効なのはすべての種に有効なのは「はじきわな」「はじきわな」であり，であり，

それに次ぐのがそれに次ぐのが「かごわな」「かごわな」とシャーマンとシャーマン・・トト

ラップである．ラップである．ただしただし「かごわな」「かごわな」にはハタネにはハタネ

ズミが掛かりにくく，ズミが掛かりにくく，シャーマンシャーマン・・トラップにトラップに

はドブネズミがほとんど掛からない．はドブネズミがほとんど掛からない．特定の種特定の種

表3．耕地のタイプ別にみたネズミ類の密度（100トラップ当たり採集数）．

耕地のタイプ ハタネズミ アカネズミ ハツカネズミ ドブネズミ ジネズミ

ムギ畑 - - - - -

野菜畑 0 . 4 £ ­ 0 . 4 - 1 . 7

果樹園 - - - - -

大豆畑 - - 1 . 7 - 1 . 7

ハウス £ ­ - 2 . 5 1 . 1 1 . 1

耕地のタイプ ハタネズミ アカネズミ ハツカネズミ ドブネズミ ジネズミ

干拓地外周の堤防沿い
の草地・林地

0 . 8 1 . 2 0 . 5 0 . 3 1

干拓地内部の水路沿い
の草地・林地

0 . 6 9 . 8 1 . 1 - 0 . 2

表4．干拓地外周と内部の水路沿いの草地・林地におけるネズミ類の密度（100トラップ当
たりの採集数）．
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を捕獲するのではなく，を捕獲するのではなく，その地域の小型哺乳類その地域の小型哺乳類

相を明らかにしようと思えば，相を明らかにしようと思えば，これらのトラッこれらのトラッ

プをプを22形式以上，形式以上，適当に組みあわせて使用する適当に組みあわせて使用する

必要があると考えられる．必要があると考えられる．なお，なお，ジネズミは農ジネズミは農

作物を害する可能性がごく低いから，作物を害する可能性がごく低いから，作物保護作物保護

の立場から調査をする場合にはジネズミの捕獲の立場から調査をする場合にはジネズミの捕獲

を考える必要はないだろう．を考える必要はないだろう．

　ただしここで考えておく必要があるのはト　ただしここで考えておく必要があるのはト

ラップのサイズの問題である．ラップのサイズの問題である．ここで使用したここで使用した

のは各形式ともに中型のものであり，のは各形式ともに中型のものであり，ドブネズドブネズ

ミなど大型のネズミは入りにくいかも知れなミなど大型のネズミは入りにくいかも知れな

い．い．また，また，ハツカネズミなどの小型のネズミは，ハツカネズミなどの小型のネズミは，

中型の中型の「かごわな」「かごわな」では餌が取り難い可能性がでは餌が取り難い可能性が

ある．ある．しかしハタネズミがしかしハタネズミが「かごわな」「かごわな」では捕では捕

獲できないことなど，獲できないことなど，ネズミの種によってそのネズミの種によってその

行動的特性がわなへの掛かり方の違いとなって行動的特性がわなへの掛かり方の違いとなって

いる可能性もあり，いる可能性もあり，種によるわなへの親和性を種によるわなへの親和性を

さらに検討する必要があるだろう．さらに検討する必要があるだろう．

考察考察

　ここに　ここに20012001年と年と20022002年に行った河北潟干拓年に行った河北潟干拓

地における小型哺乳類の生息状況にかんする調地における小型哺乳類の生息状況にかんする調

査結果をまとめた．査結果をまとめた．ここに述べたのは資料の整ここに述べたのは資料の整

理が簡単な種類相と捕獲された環境およびト理が簡単な種類相と捕獲された環境およびト

ラップの形式による捕獲率に違いについてであラップの形式による捕獲率に違いについてであ

り，り，種ごとの雌雄の比率，種ごとの雌雄の比率，幼体と成体の割合，幼体と成体の割合，

季節と成熟程度や生殖活動，季節と成熟程度や生殖活動，生息環境のさらに生息環境のさらに

詳しい分析など，詳しい分析など，今回の資料を用いたさらに詳今回の資料を用いたさらに詳

しい分析などが，しい分析などが，今後に残されている．今後に残されている．さらにさらに

河北潟干拓地におけるノネズミの農業被害の対河北潟干拓地におけるノネズミの農業被害の対

策を確立するためには，策を確立するためには，今後の調査によって明今後の調査によって明

らかにするべき問題がまだ多く残っている．らかにするべき問題がまだ多く残っている．ここ

こに今回の結果をもとにして考察できる若干のこに今回の結果をもとにして考察できる若干の

問題について，問題について，以下に論じておきたい．以下に論じておきたい．

１．１．種 類 相 の 問 題種 類 相 の 問 題

　今回の調査で捕獲できたのは　今回の調査で捕獲できたのは44種のネズミ類種のネズミ類

（ハタネズミ，（ハタネズミ，アカネズミ，アカネズミ，ハツカネズミ，ハツカネズミ，ドド

表5．各種ネズミ類に対するトラップの形式別捕獲数と捕獲率．
シャーマン
トラップ

はじきわな かごわな
パンチュー
トラップ

（トラップ使用総数） ( 3 1 0 ) ( 2 5 2 ) ( 5 8 5 ) ( 6 1 7 )

ハタネズミ 4 ( 1 . 3 ) 3 ( 1 . 2 ) - -

アカネズミ 3 0 ( 9 . 7 ) 1 4 ( 5 . 6 ) 1 6 ( 2 . 7 ) 2 8 ( 4 . 5 )

ハツカネズミ 1 0 ( 3 . 2 ) 3 ( 1 . 2 ) 2 ( 0 . 3 ) 1 ( 0 . 2 )

ドブネズミ - 2 ( 0 . 8 ) 2 ( 0 . 3 ) -

ジネズミ 9 ( 2 . 7 ) 1 ( 0 . 4 ) - -

捕獲数の後の（　）内は100トラップ当たり捕獲数．

表6．ネズミの種別にみた各形式のトラップの捕獲効率．
シャーマン
トラップ

はじきわな かごわな
パンチュー
トラップ

（トラップ使用総数） ( 3 7 5 0 ) ( 1 3 2 6 ) ( 1 1 9 9 ) ( 1 2 4 7 )

ハタネズミ £ «£ £̈ «£ © £ «£ £̈ «£ «£ © －£ －̈£ © －£ £̈ «£ ©

アカネズミ £ «£ « £ «£ « £ « £ «£ «

ハツカネズミ £ «£ «£ £̈ «£ © £ «£ £̈ «£ © £ «£ －̈£ © £ «£ £̈ «£ ©

ドブネズミ －£ －̈£ © £ «£ £̈ «£ «£ © £ «£ £̈ «£ «£ © －£ £̈ «£ ©

ジネズミ £ «£ £̈ «£ «£ © £ «£ －̈£ © －£ －̈£ © －£ －̈£ ©

（　）内は15－25年前に行った同様の調査結果とそのときのトラップ数．
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ブネズミ）ブネズミ）とと11種のトガリネズミ類種のトガリネズミ類（ジネズミ）（ジネズミ）

である．である．これらはアカネズミ以外はこれらはアカネズミ以外は19801980 年中年中

頃から河北潟干拓地に定着している種であり，頃から河北潟干拓地に定着している種であり，

目立った変化はない．目立った変化はない．ただし河北潟干拓地ではただし河北潟干拓地では

20022002 年始めに干拓地内の収穫物を保管する納年始めに干拓地内の収穫物を保管する納

屋からクマネズミが採集されており屋からクマネズミが採集されており（大串，（大串，

20032003），），また干拓地を取り巻く水面の岸また干拓地を取り巻く水面の岸（干拓（干拓

地の対岸）地の対岸）のヨシ原からカヤネズミの放棄巣がのヨシ原からカヤネズミの放棄巣が

見いだされている．見いだされている．さらに干拓地内においてジさらに干拓地内においてジ

ネズミ以外の大型のモグラ類が発見されたといネズミ以外の大型のモグラ類が発見されたとい

う伝聞もあり，う伝聞もあり，河北潟干拓地でも哺乳類相は次河北潟干拓地でも哺乳類相は次

第に複雑になってゆく傾向がうかがわれる．第に複雑になってゆく傾向がうかがわれる．ここ

れらの事実，れらの事実，特にクマネズミの定着は河北潟干特にクマネズミの定着は河北潟干

拓地の農業に対するネズミ類の新しい被害の始拓地の農業に対するネズミ類の新しい被害の始

まりとなる危険性を持っている．まりとなる危険性を持っている．今後いっそう今後いっそう

注意する必要がある．注意する必要がある．

２．２．ネズミ類の生息場所と増加しやすい環境ネズミ類の生息場所と増加しやすい環境

についてについて

　生息環境別のネズミ類の密度の推定から，　生息環境別のネズミ類の密度の推定から，ネネ

ズミ類は水辺の草地や林地ズミ類は水辺の草地や林地（主に防風林）（主に防風林）と，と，

干拓地内の施設周辺の草地および耕作を放棄し干拓地内の施設周辺の草地および耕作を放棄し

た畑地に多く，た畑地に多く，いつも耕されている畑では多くいつも耕されている畑では多く

ないが，ないが，ハウス内ではやや多いことが明らかにハウス内ではやや多いことが明らかに

なった．なった．これは今後の河北潟干拓地の土地管理これは今後の河北潟干拓地の土地管理

の上から注目すべき点である．の上から注目すべき点である．

　とくに　今回の調査で明らかになった点のひ　とくに　今回の調査で明らかになった点のひ

とつは，とつは，耕作地と非耕作地を比べてみると，耕作地と非耕作地を比べてみると，耕耕

作地ではネズミ類の生息数が著しく少ないこと作地ではネズミ類の生息数が著しく少ないこと

であった．であった．また同じく耕地として造られた土地また同じく耕地として造られた土地

でも，でも，いつも管理されている畑にくらべて，いつも管理されている畑にくらべて，耕耕

作を放棄して雑草が高く茂っている土地では，作を放棄して雑草が高く茂っている土地では，

ネズミ類の密度が高くなっていた．ネズミ類の密度が高くなっていた．また，また，同じ同じ

く管理されている畑でも，く管理されている畑でも，ハウス内ではやや密ハウス内ではやや密

度が高い結果となった．度が高い結果となった．こうした点を考慮しこうした点を考慮し

て，て，

（イ）（イ）耕作地において発生しているネズミ類の耕作地において発生しているネズミ類の

農作物被害は耕作地内にいる少数のネズミに農作物被害は耕作地内にいる少数のネズミに

よって生じているのか，よって生じているのか，耕作地外の雑草地耕作地外の雑草地・・防防

風林などから侵入してくるネズミによって生じ風林などから侵入してくるネズミによって生じ

ているのか，ているのか，

（□）（□）耕地でネズミが少ないのは雑草等が繁茂耕地でネズミが少ないのは雑草等が繁茂

していないためか，していないためか，土地が耕されていないため土地が耕されていないため

か，か，つまり除草と耕起のいずれがよりよくネズつまり除草と耕起のいずれがよりよくネズ

ミの増加を抑えるのか等の実際的な問題が提起ミの増加を抑えるのか等の実際的な問題が提起

されてくる．されてくる．またまた

（ハ）（ハ）農業機械倉庫等の施設周辺の草地ではア農業機械倉庫等の施設周辺の草地ではア

カネズミは多いがハタネズミは少なく，カネズミは多いがハタネズミは少なく，耕作放耕作放

棄地の草地ではハタネズミが多いこと，棄地の草地ではハタネズミが多いこと，水路沿水路沿

いの草地や防風林などではアカネズミとともにいの草地や防風林などではアカネズミとともに

ハタネズミも生息していることなど，ハタネズミも生息していることなど，農業被害農業被害

防止の立場から今後の栽培方式の上でさらに詳防止の立場から今後の栽培方式の上でさらに詳

しく検討すべき問題がある．しく検討すべき問題がある．

３．３．調査技術とくにトラップの形式による性調査技術とくにトラップの形式による性

能の違いと使用上の問題能の違いと使用上の問題

　小型哺乳類の調査にあたって，　小型哺乳類の調査にあたって，多くの場合は多くの場合は

生け捕りあるいは捕殺のトラップを使用する生け捕りあるいは捕殺のトラップを使用する

が，が，トラップの形式によって掛かるネズミ類等トラップの形式によって掛かるネズミ類等

の種類がかなりの偏りを生じる可能性があるこの種類がかなりの偏りを生じる可能性があるこ

とは，とは，調査結果を検討するさいの大きな問題で調査結果を検討するさいの大きな問題で

ある．ある．この点について若干のデータを提出しこの点について若干のデータを提出し

た．た．小型哺乳類の種類相を調査する場合には出小型哺乳類の種類相を調査する場合には出

来るだけ適用できる種の範囲が広いトラップを来るだけ適用できる種の範囲が広いトラップを

22形式以上混ぜて使うことが望ましい．形式以上混ぜて使うことが望ましい．さらにさらに

今回は使用していない粘着トラップ，今回は使用していない粘着トラップ，墜落缶，墜落缶，

ロングワースロングワース・・トラップなどのテストも必要でトラップなどのテストも必要で

あろう．あろう．

　同時にどんな形式のものであっても，　同時にどんな形式のものであっても，整備を整備を

十分にしてそのトラップの性能を完全に発揮で十分にしてそのトラップの性能を完全に発揮で

きるような仕掛け方が重要である．きるような仕掛け方が重要である．とくに多数とくに多数

の作業者によってトラップを設置する大規模なの作業者によってトラップを設置する大規模な

調査の場合には，調査の場合には，その使い方を十分に徹底するその使い方を十分に徹底する

必要がある．必要がある．野外調査に用いるトラップなどは野外調査に用いるトラップなどは

簡単な機構であるが，簡単な機構であるが，その操作に慣れていないその操作に慣れていない

と機能しないことがある．と機能しないことがある．今回の調査でも慣れ今回の調査でも慣れ

ない作業者の設置したものを点検してみると，ない作業者の設置したものを点検してみると，

「かごわな」「かごわな」の餌をつける針金が外側に曲がっの餌をつける針金が外側に曲がっ
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ていて餌を引いても止め金が外れないもの，ていて餌を引いても止め金が外れないもの，

シャーマンシャーマン・・トラップの上下を逆に置いて，トラップの上下を逆に置いて，蓋蓋

を閉める踏み板が天井にあるものなど，を閉める踏み板が天井にあるものなど，簡単な簡単な

調整や注意によって修正できるミスが見いださ調整や注意によって修正できるミスが見いださ

れた．れた．結果の考察に当たって誤った判断を導く結果の考察に当たって誤った判断を導く

恐れがあるこうした使用上の間違いは，恐れがあるこうした使用上の間違いは，出来る出来る

だけ減らすために細心の注意が大切である．だけ減らすために細心の注意が大切である．
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